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＜Ⅲ.疾病・障害対策研究分野＞ 
 

 疾病・障害対策研究分野は、個別の疾病・障害に関する治療や対策を研究対象としている。

具体的には、「成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（仮称）」、「第３次対がん総合戦

略研究事業」「生活習慣病・慢性疾患克服総合研究事業」、「長寿・障害総合研究事業」及

び「感染症対策総合研究事業」から構成されている。 

第３次対がん総合戦略研究事業は、「第３次対がん総合戦略研究」と「がん臨床研究」か

ら、生活習慣病・慢性疾患克服総合研究事業は、「循環器疾患等生活習慣病対策総合研究」、

「腎疾患対策研究」、「免疫アレルギー疾患等予防・治療研究」及び「難治性疾患克服研究」

から、長寿・障害総合研究事業は、「長寿科学総合研究」、「認知症対策総合研究」及び「障

害者自立支援総合研究（仮称）から、感染症対策総合研究事業は、「新型インフルエンザ等

新興・再興感染症研究」、「エイズ対策研究」及び「肝炎等克服緊急対策研究」からなる。 

 

(5) 成育疾患克服等次世代育成基盤研究（仮称） 

 
分野名   Ⅲ．疾病・障害対策研究 

事業名       成育疾患克服等次世代育成基盤研究（仮称） 

主管部局（課室）  雇用均等・児童家庭局母子保健課 

運営体制      所管課（母子保健課）の単独運営 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活～子どもから高齢者まで健康な日本を実現 

中目標  
国民を悩ます病の克服 

誰もが元気に暮らせる社会の実現 
 

１．事業の概要 
(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 
子どもの健全な成長・発達及び女性の健康向上に関する研究開発

⑤―１  

研究開発目標    

・2015 年までに、不妊・周産期障害の原因究明のための周産期研

究体制を整備し、生殖補助医療、創薬の基盤技術を臨床応用が

検討される段階まで到達させる。 

・2015年までに、子どもの難治性疾患の原因の究明、診断法確立

と標準化を実現するとともに、細胞治療、遺伝子治療、創薬の

基盤技術を確立し、臨床応用が検討される段階まで到達する。

成果目標      

・2015 年頃までに、より安全・安心な不妊及び周産期の医療を提

供する。 

・2015年頃までに、単一遺伝子疾患・小児難治性疾患の効果的治

療法・予防法の確立や小児への有効かつ安全な医薬品使用の実

現により、安全・安心な母子保健医療を提供する。 

 

戦略重点科学技術の 

該当部分 

臨床研究・臨床への橋渡し研究 

「研究開発内容」のう

ち、本事業との整合部分 

・早期に実用化を狙うことができる研究成果、革新的診断・治療

法や、諸外国で一般的に使用することができる我が国では未承

認の医薬品等の使用につながる橋渡し研究・臨床研究・治験 

・臨床研究、橋渡し研究の支援体制整備 


